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石狩市におけるオンデマンド交通実証運行の取り組み

持続可能な新たな地域公共交通の導入に向けて
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１．石狩市について

• 1965年の新札幌団地及び1973年の花畔団地の分
譲開始

• 1978年の石狩湾新港地域の用地分譲開始

⇒人口ピーク＝2005年 約６万人

• 網形成計画（2019～2023）2019年３月作成

住宅団地 石狩湾新港 暑寒別国定公園
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１．石狩市について

人口は石狩南部
に集中
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２．取組の概要

実証運行実施体制

カスタマーセンター

問合せ・予約

石狩湾新港企業
団地連絡協議会

道路運送法第21条に基づく乗合旅客運送
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２．取組の概要

通勤シャトル・乗継便 ２台運行
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２．取組の概要

市内オンデマンド ２台運行



Ishikari City

２．取組の概要

• 国土交通省「共創モデル実証プロジェクト」採択
市民のＱＯＬ向上に向け、健康で文化的な生活を行う上で必要な
買い物や通院のための移動を快適で便利にするため、ＡＩオンデ
マンド交通による移動と、その予約及び決済を簡便にし、より多
くの利用者が活動することで、持続可能で活力ある社会を創出。

運転業務
安全で安心な運転業務を履行し、
安寧な移動環境を創出する。

ダイコク交通

事業の全体像・共創の仕組み

安全で安心な運転業務を履行し、
安寧な移動環境を創出する。

三和交通
共創プラットフォームの運営。

石狩市

大規模な小売業の知見を活かし、多様なター
ゲットのニーズに応えた交流拠点の創出。

ラルズ

コンタクト
センター
業務

PR及び通院者
利用補助

PR及び乗換
利便施設提供 大規模な小売業の知見を活かし、多様なター

ゲットのニーズに応えた交流拠点の創出。

イオン北海道

全世界的に展開する知見を活かし、先進のモビ
リティを当地域にフィットさせるべく、持続可能な
移動環境の創出に向けコーディネートを行う。

丸紅
大規模な医療施設としての知見を活用し、
特に高齢者の安寧な移動環境を創出する。

ピエタ会石狩病院

行政と連携し、魅力的な産業空間の創出に向
けた用地開発・企業誘致の推進及び操業企業

間の連携・交流の促進。

石狩開発・石狩湾新港
企業団地連絡協議会

モビリティに特化し、高齢者のコンタクトをサポー
トし、安寧な移動環境を担保する。

TMJ

運転業務

産業空間の
創出連携

プランニング連携

PR及び乗換
利便施設提供
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２．取組の概要（Ｒ４＝１期運行）
日本経済新聞 電子版 北海道新聞 電子版
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２．取組の概要
北海道新聞
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３．実施までの背景・経緯

• 郊外部の住民は自家用車に
頼らざるを得ない

• 日常生活で利用できる交通
手段の確保を目指す

公共交通空白地
（生振、美登位、北生振、八幡）

公共交通空白地
（厚田区）

▼公共交通のカバーエリア

資料
バス便数：北海道中央バス㈱HP、人口：国勢調査（2015年）

NPO法人による公共交通
空白地有償運送を実施
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３．実施までの背景・経緯

●立地企業：700社超
●就業者：20,000人超
※2021年8月

至 手稲駅

至 麻生駅

▼石狩湾新港地域の公共交通網

石狩市
31.5%

手稲区
23.1%

北区
28.9%

東区
5.0%

札幌市
その他
8%

その他の市・町
4.0%

【N=1,487】約6割が札幌からの通勤

▼就業者の居住地割合

公共
交通機関
1.6%

自家用車
68.4%

自社送迎
バス

29.7%

徒歩・自転車
0.3%

【N=1,556】自家用車での通勤が約7割

▼就業者の通勤手段

資料：石狩湾新港地域操業企業ヒアリング調査（2018年9月実施）

道央圏の重要な
産業空間
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３．実施までの背景・経緯

北海道新聞

• 法定協議会において、石狩湾新港地域及び空白地での移動環境
の向上に向けて、オンデマンド交通の実証運行について議論
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４．利用者の意向（Ｒ４＝１期運行）

通勤オンデマンド

市内オンデマンド

• 10～30代が66％

• 83％がサービスに
満足

• 67％がアプリ使い
やすいと回答

• 60代以上が64％

• 89％がサービスに
満足

10/3～3/31で555人利用

11/1～3/31で422人利用



•通勤シャトル：77人
（9/1金～9/7木昼）

•市内オンデマンド：19人
（9/1金～9/7木昼）

Ishikari City

４．利用者の意向（9/7速報値）
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５．今後の展望

• 本実証運行で、実際の利用動向や、必要とされるサー
ビスレベルを明確にしたい

• アプリに地域情報を加え、
複合経路検索を可能に

• ニーズへの対応、利便性、持続性を高次なバランスで
確立するために、多角的な検証を行う

• 地域に根差した持続可能な交通サービスとして
導入を目指す
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５．今後の展望
北海道新聞
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